
ICT 活用 TIPS 黒板への図や動画の投影 
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 プロジェクターで映せるものなら何でも 

  

何を使う 

 

・板書の際に手間がかかる図や表などをプロジェクターで直接、黒板に投影。 

・スクリーンではなく黒板に投影することで、図や表に直接チョークで説明に必

要な事項を書き込むことができる。 

・完成した図を見せるのではなく、黒板に投影した図などに教師や生徒が書き込

んで、図を完成させていくことで、生徒の理解と思考を深めることができる。 

 

それをどう使う（それで何ができる） 

 

高校 物理基礎・物理「波動」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここが変わる、活用メリット【ICT 活用 Before-After】 

【 Before 】 

○ 波のグラフや図をチョークで板書 

【 After 】 メリット 

○ グラフや図を板書する時間を省略することができ、その時間を説明や演

習に利用できる。 

○ 動画やコンピュータシミュレーションを投影すれば、動いている画像に

も補足の図也説明を書き込むことができる。（例 水面波の干渉の様子を撮

影した動画に節線等を書き込む） 


